
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 8月 24日から 4日間、本校高等部の生徒 6名、教員 2名が東北方面へ災害ボランティ

ア活動を行いました。そのときの活動内容を報告します。 

 

・第１日目（８月２４日） 伊丹空港 ― 仙台空港  南三陸町 

前日に台風が接近していたこともあり、飛行機が飛ぶか心配でしたが、無事に仙台に飛ぶことが決ま

り離陸した後の生徒たちは、ボランティア活動への気持ちを高めていました。空港を襲った津波の高さ

が示された柱や当時の砂だらけだった床を今でも使用していると説明してもらい、目の前にある綺麗な

空港を見て想像するだけで、背筋が凍る思いでした。とても寒い日が続き、空港のお土産を食べて救助

を待っていたそうです。「当たり前に食べて平和に過ごせている日々に感謝したい。」と生徒同士の会話

の中ででていました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



移動タクシーを使用して、倒壊した家を見学しました。自分の目で見る当時の状況。言葉が出ませんで

した。じっと見ながら、それぞれにいろんなことを感じ取っていたようでした。 

南三陸町へ移動し、社会福祉協議会にて活動説明や生活状況の説明を聞きました。当時のスライドを

見ながら、たくさんの人が逃げ遅れて津波に流された話や、身内の方がなくなって辛い時期が続いたと

話を聞きました。しかし、「今は前を向いて生きている。だから、この話を聞いて悲しまないでくださ

い。」と、笑顔を見せてくれました。そして、「『自分の命は自分で守る。』誰かに頼ることができない状

況になるから。このことを覚えておいて欲しい。」と教えてもらいました。生徒たちは、胸に熱いもの

を感じとっているようでした。気仙沼へ移動した後、市内散策をしました。まだまだお店等が少なく、

暗くて寂しい町の風景でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・第２日目（８月２５日） 陸前高田市 

 地震が起こったときによく聞いた陸前高田市。町の中心部は、盛砂ばかり。家やお店が無く、これか

ら街を作っていく準備ができた、という状況でした。午前中は、黙祷をして、タクシーで移動しながら

当時の町の状況やこれからの町づくりについて説明を聞きました。途中、窓や壁がなくなっている学校

を見て、この地へ来なければ知ることができなかった悲惨な状況を見て感じることができました。積極

的に自分たちから質問や話をする姿が見られ、スムーズにコミュニケーションも取ることができていま

した。午後の活動は、亡くなった方々の遺留品探しをさせてもらいました。担当の方から、「亡くなっ

た人の骨が出てくるかもしれないので、そのときは、報告ください。」と聞いて、これはとても重大な

活動だと緊張した表情で取り組みました。骨等は出てくることはありませんでしたが、同じボランティ

アをされている方と同じ気持ちとなって活動ができて、「自分たちにもできることはある！」と実感し

た日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・第３日目（８月２６日）  

 現在でもまだ自分の家で生活することができず、仮設住宅で暮らしている人たちがいます。３日目は

その仮設住宅周辺の環境整備をしました。少し雨が降っていましたが、見通しを良くするため仮設住宅

周辺の草引きをしました。草で家や庭が見えない状況でしたが、一生懸命に草引きをすることで、終わ

った後周りを見渡すと、とても広い場所だったと気づくことができました。そして、担当の方から「こ

んなにも集中してボランティアしてくれる学生さんは初めてです。」と言っていただきました。６名は

とても嬉しく、人のために役に立つことの喜びを体と心で感じることができました。最後に、災害が起

こったら、自分が逃げることに精一杯になるから誰も助けてくれない。だから、「『自分の命は自分で守

る。』これがとても大切です。」と教わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・第４日目（８月２７日） 岩手県立盛岡聴覚支援学校 

 まずは、本校のＳＰＳや安心安全についての取り組みを紹介しました。盛岡聴覚支援学校の生徒たち

は、私たちの話を真剣に聞いてくれました。地震が起こったとき、盛岡聴覚支援学校では、地震の影響

はほとんど無かったそうです。しかし、当時小学生だった生徒たちは、地震の被害を受けており、その

様子を聞かせてもらいました。「学校からの帰り道、大きな揺れがきたので、友だちの家に避難をした。

落ち着いてから家に帰った。」と聞きました。とても怖かったと話していました。マスメディアでは伝

わらない状況を知ることができました。「ここでも『自分の命は自分で守る。』これは、とても大事なこ

とです。」と教えてもらいました。 

活動終了後、花巻空港から大阪へ帰ってきました。自分たちには、できることがある。もっと人の役

に立てる。積極的に行動したい。今後、学校でみんなに伝え続けていきたい。「自分の命は自分で守る！」

「困っている人がいたら助ける！」勇気と自信を更に持てたボランティア活動となりました。 

 


